







富山大学長就任早々 の48年7月， 奥野文部大臣を訪ね， 学長
構想を披揮 してど指導を仰いだ。
。和漢薬研究施設の昇格 。経済学部に経営学科・ 経営法律学科を増設 。文理学部を
改組 して人文学部・理学部と し大学院をおく 。工学部移転の問題等。
大臣は唖然と しておられたがお叱りもなく， かえって激励の言葉を頂いた。
10月29日正午どろ， 大臣から電話で「高岡市にいるが， 和漢薬研究施設と経済学部の視
察に大学l乙直行するがよろ しいかJ. Iお待ち しています」と返事 した直後， 県警から「護
衛の問題で， 大臣を大学に入れないようJ との連絡だった。 学内にはまだヘルメットがう
ろついている時であったが， まもなく到着されたので， 施設をご案内し薬学部の屋上で立
山の説明まで申 し上げた。 学長室で休憩のとき「文部大臣になって， はじめて国立大学に
入ったJと感概深く洩らきれた。
49年6月， 中田知事と医科大学の陳情。 I富山は福井のあとだ」と言われ， 翌日， 単身
お訪ね して医科薬科大学で意見一致。
12月永井文部大臣就任. 50年1月大臣折衝の日の3時， 大臣室から後藤大分大学長が出
てきて「大分は百パーセント， 林学長 しっかりやれ」と， 驚いてとび乙むと大臣は， 無言
で指一本出されただけ， 禅問答の極致。
富山医薬大 に準備した敷地は約12万坪， 文部省では7万坪でよい。 5万坪は不要だから
切り出せと強硬な意見。 万策尽き邪道だが. 50年5月大平大蔵大臣に面会 した。 I地面は




































非常に難しくなっている現在， どうしても共同努力によらねばならない。 本学の新 しい大
きい目的に向かうときには特にそれが望まれる。 それには各自はある程度の我慢を強いられ
るのは止むを 得ないし， 紳士的行動も要 求されると考えられる。
新たに入った方々のために本学の初期の目標をのべると， 大体次の3項になろう。
1. 医学， 薬学共同体制による新分野の開拓， そのーっとして両接点の薬 剤部の充実。
2 .  和漢薬の現代科学的医学的解析による理論的確率， 現代西洋医学との相互作用， そ
れらの診療への適用 のための和漢診療部の設立。
3. これらによる医(療)原性疾患の研究 。
いずれも新天地であり， これらを 進めるには各自 の従来の分野からの方向変換， 脱却を 余
儀なくされることも多々あろう。 乙れは非常に勇気のいることであり， 努力も必要であり，
難しいことでもあるが， 進歩のためには当然なことである。
個人でも， 大学でも， 国家でも， 単に10年経過したからめでたいし尊いのではなく， 10 
年間の業績， これからの新開拓 を 求め得たかが， より大切であろう。
